
ユースケース図（各利用者と機能の関連図） 
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各利用者が行える機能のユースケース図（各利用者と機能の関連図）は下図のようになります。 

オープンファシリティシステムにおける要求事項

学内認証 
システム 
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予約を行うまでの流れ 

2 

利用者と利用責任者（御校、利用のしおり内では「指導教員」に該当します）が予約を行うまでの流れとなります。 

利用責任者 
（利用負担金納付者となる教職員） 

利用者 
（機器を利用する学生・教職員等） 

利用者登録（初めて利用される方） 
※学生等は、利用責任者（利用負担金納付者）となる教職員に先に利用者登録を行っていただく必要があります 

利用内容を選ぶ（機器/委託検索） 

機器の予約 

利用相談（各機器初回利用時必須） 
※ご希望の機器を初めて利用する学生・教職員等は、利用方法(操作方法・講習等)を利用相談窓口までご相談ください 

利用負担金の納付 
※ 利用負担金納付時期にご負担いただきます 

機器の利用申請 
（各機器初回のみ） 

※ 利用を希望する該当者分の各機器に対して申請してください 
※ 利用負担金納付者ご本人が利用しない場合は本人分の申請は不要です 

機器グループ申請 
（各グループ初回のみ） 

予約の流れ 

利用責任者による利用申請 
※ 承認されるまで、予約はできません 


